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　 In　order 　to　clarify 　the 　effects 　of 　the 　shape 　characteristics 　and 　material 　properties　of　shoes 　on 　the

ease 　or　walking ，　we 　used 　various しypes　of　shoes 　for　a　 wa 】king −tesしon 　a 　treadlni［l　and 　stairs．　For　Lhis

study ，　 we 　used 　26　types 　of 　shoes ，　 each 　having　different　characterist1cs 　Tegarding 　the　bending

properties 　 of 　the　 sole ，　the　 angle 　of　the　sole　and 　the　shape 　of　the　toe−sole．　Some 　 relationships 　between

the　characteristics 　of 　 shoes 　and 　the　ease 　of 　 walking 　are 　clarified 　through 　these 　exper   en しs．　 In

addi “on ，　we 　found　out 　that　the　ease 　of　walking 　using 　various 　shoes 　depends 　upon 　what 　type　of 　shoes

each 　subject 　usually 　wears ．

　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 （Received　June　4，2001；Accepted 　in　revised 　form　May 　22，2002）
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　 1．緒　　言

　近年，若 い 女性 の 間に見 られ る流行現象の
一

つ と し

て ， 厚底靴 の 着用が あげ られ る．通常 の 靴底 の 厚さは

約 1± 0．5cm 程度で あるが，5 −−10cm や 中に は 20−

30cm と 極端に厚 い もの もあ り ， 今や ブ ー
ツ や サ ン ダ

ル などあ らゆ るタイプ の 靴 に こ の 厚底 が見 られる．

　厚底靴は 「背が 高 く見え る か ら」，「ス タ イ ル が 良 く

なるか ら」
1 ｝
と い う理 由か ら好ん で 履か れ て い る が ，

一
方 では，歩行 時 の 転倒 や 自動 車運転 時 の 危険性

2 》

が

指摘 され て い る．また
， 女性が よ く履 い て い る ヒ ール

靴 も，外反母趾 へ の 危険性
3 ｝
や歩行時の転倒等の 危険

性
4 ）

， そ の 他 身体へ の 影ag　5）6）
が 指摘 さ れ て お り， 現

代の 若 い 女性を中心 と した靴の流行は，靴本来の 「歩

く」た め の 機能性 よ り，フ ァ ッ シ ョ ン 性 の 方が 重 要視

され て い る と い える．

　歩行 の し易さ は ，靴 に よ っ て 大 きく異な り，靴 の 形

状特性 （ヒ
ー

ル の 傾 き具合や厚底靴 の 靴底先端部 の 形

状）や 材料特性 （靴底の 曲げ硬 さや 圧縮硬 さ） に深 く

関係 して い る と思 わ れ る．

　そ こ で ，本研究で は，各特性 （形状特性 ，材料 特性 ）

を変化さ せ た試料靴を作製 し て 歩行実験を行 い ，厚底

靴 や ヒ
ー

ル 靴 の 歩 き易 さ感 と靴 の 諸特性 との 関係 を明

確 に す る こ とを試 み た．

　2．形状特性お よび材料特性 を変化 させ た試料靴を

　　 用い て の 歩行実験方法

　靴に関係すると思 わ れる特性 を表 1に示す．これ ら

の 特性を変化 さ せ た各種試料靴を作製 し，歩行実験 を

行 っ た．また，被験者が普段履 き慣れて い る靴の 形状

の 違 い が
， 歩 き易 さ感覚に どの よ うな 影響 を与え て い

る の かを検討す るために，各被 験者が 普段履 き慣 れて

い る靴に つ い て も調査 した．
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表 1．本研 究で 検討 し た歩 き易 さ に 関

　　 係す る と思 わ れ る 靴 の 諸特性

表 2．「ヒ
ール 角度変更靴」の 設定

靴底の 素材 ヒ
ー

ル 角度 （度）

形 状 特性

材料特性

ヒ
ー

ル 角度

ロ ッ カ
ー

形状

靴底の 屈曲性

靴底 の 圧縮特性

木材 00000　

2345

一

　 i
　 i
　
・
｝

　．｝
レ

嘩

響

硬質

ウ レ タ ン ス ポ ン ジ

0024

図 L 厚底の ヒ
ー

ル 靴

鋼

測 　 定 　 項 　 目

  ト ゥ ス プリ ン グの 高 さ

  中足骨骨頭部の

靴底の 厚さ

  ヒ
ー

ル角度

  ヒ ール 高 さ

図 2．履き慣れ て い る靴の測定項目
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図 3．「屈 曲性変更靴」の 一例

底か ら見た図

ゑ
側面か ら見た図

図 4．靴底 の 切 り込 み

　〔1） 作製 した試料靴の 詳細

　1）　 ヒ
ー

ル 角度を変更 した 試料靴

　
一般的に

，
ヒ ール靴の 靴底の 傾 き具合 を表す尺度 と

して 「ヒ ール の 高 さ」が よ く用 い られ て い る が，それ

で は 図 1 に 示す よ うな厚底の ヒ ール 靴の 場合，「ヒ
ー

ル の 高 さ」 に 靴底の 厚 さ分 も含まれ て し まい ，踵を ど

の くら い 上 げる ヒ
ー

ル な の か正確に表現す る こ とが で

きな い 。また ，ヒール の高 さが 同
一

で あ っ て も，靴の

サ イ ズ （足長 ）が異 なれ ば 靴底 の 傾 き角度 は 異な っ て

しま う。

　そ こ で ，本研究で は図 2 の   に 示す よう に 「靴着

用時 に足 の 中足骨骨頭部
“］

と踵が当た る 部分を線で 結

ん だ時に，水平面 に 対 して なす角度」を 「ヒ
ー

ル 角度」

と定義 し，以後の 検討を試み た．

　試料靴 の ヒ ール 角度 は 0
°

，
20

°
，
30

°
，40

°
，50

°
の

射
足 を前足部，中足部 ， 後足部 の 3 つ に 分 け た 時 の 中

　 足部を構成す る骨の 先端
3，．

5段階に設定 し，さ らに 靴底の 圧縮特性 を変更 させ る

ため ， 靴底材 として木材 と硬質ウ レ タ ン ス ポ ン ジ （以

下で は ス ポ ン ジと呼ぶ）材の 2種類 を用 い た．作 製 し

た試料 靴 の 詳細 を表 2 に示す．

　2）　 靴底の屈 曲性 を変更 した試料靴

　靴底 に 切 り込 み を入 れ．た り，中敷 と靴底の 問 に 塩 ビ

板等曲げ硬 さの 異 なる板 を挿入 した りす る こ と に よ っ

て ，靴底の屈 曲性を 4 段階 に変更 した試 料靴 を作製 し

た （図 3，
4

， 表 3）．こ の 試料の 靴底 の ヒ ール 角度は

全 て 20
°

で あ る．

　靴底が 曲が りに くい もの か ら順 に，靴底と 中敷 の 問

に ア ル ミ板 を挿入 し た 「ア ル ミ板挿入靴」，同様 に 塩

ビ板 を入 れ た 「塩 ビ板挿入靴」， 何 も手 を加え て い な

い 「非加工靴」，靴底 に切 り込 み を入 れた 「切 り込み

試料靴」 と し， 以下 で は こ れ らの 試料靴 を 「ア ル ミ板

挿入靴」「塩 ビ板挿入靴」「非加工 靴」「切 り込 み 試料

靴」 と呼ぶ こ と にする ．
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表 3，「屈 曲性変更靴」の 設定

曲が り易 さ の 度合い 曲が り易 さ を 変更す る た め の 加 工 方法

大 変 曲 が りに くい

や や 曲が りに くい

や や 曲が り易 い

大変曲が り易 い

靴 底 と中 敷 の 間 に厚 さ 0．5   の ア ル ミ板 を挿 入

靴底 と暢 の 問 に厚 さ ユ  の 塩 ビ板 を挿入

特別な加工を施 さない

靴底 に切 り込 み を入れる （図 4 参照）

　 　 円弧状の ロ ッ カー

（足 長 の 20％ の 半径 で 描 い た 円 弧 ）

1直 一

葦：＝ −

1

直線状の ロ ’1 カー

（ロ ッ カ
ー

の 角度20
’
）

図 5．ロ ッ カ ー形状 の 設定方法

　3）　靴底の 先端部形状 を変更 した試料靴

　靴底の 先端部の形状 を変更 した試料靴に つ い て は，

靴底 の 厚 さを 5cm と一定に設定 し，靴底の 先端部 の

形状 と して ロ ッ カ ー
形状 を用 い た ．ロ ッ カ ー

形状 に は

曲線状 と直線状の 2 種類の 設定方法が あ る
7 ，

（図 5 参

照）．

　「ロ ッ カ ー」 とは
， 歩行が 困難な患 者に 対 して 処 方

され る靴底の 加工 法であ り， 歩行の 際に足 の 運び を円

滑 にする 効果や
S｝

，足底 に かかる圧 の 減少効果等が 報

告
7 ）9〕］o｝

され て い る．

　厚底靴で は，足と
一

緒に靴底 を曲げて 歩行する こ と

が で きな い た め ，足 の 運 び が 円滑 に い か ず ， す り足 歩

行 に なる こ とが指摘 され て い る
ID．そ こ で ，靴底の 先

端部 に ロ ッ カー
形状 を用 い る こ と に よ り， 歩行が し易

くな る と考え，以下 に説明す る試 料靴 （以下 で は 「ロ

ッ カ ー形状変更靴」と呼ぶ ）を作製 した．

　まず，厚底靴に お ける ロ ッ カ ー
の 有用性 を調 べ るた

め に表 4−1 と図 6 に 示す ように 靴底が ス ポ ン ジ 製 の 試

料靴 3種 を作製 し た． こ れ らの 試料靴 を用 い た予備実

験 の 結果 ， 歩 き易 さ感覚に差が ある こ とが 明確に な っ

たため，ロ ッ カ
ー

形状変更靴を試料に加 える こ とに し

た．ロ ッ カ ー形状は円弧状と直線状の 2種類と し，円

弧の 半径お よび ロ ッ カ ー
の 角度をそれぞれ 3段階 に設

定 した．また ， 靴底に は 木材 とス ポン ジ材の 2種類 を

用い て 圧縮特性 を変化 させ た （表 4−2 参照〉．

　上記 1），2），3）に記 した よ うに
， 準備 した 試料靴

は靴底の屈 曲性 を変化させ た靴が 4 種， ヒ
ー

ル 角度変

更靴が 7種 ，
ロ ッ カ ー形状変更靴が 15種の計 26 種で

あ る．

　試 料靴 の サ イ ズ は
，

い ず れ も 23．5cm で ある が
，

すべ て の被験者に対応で きるように ，爪先と踵を開放

した つ っ か けの 形状 を採用 した．また ，甲部 お よ び踵

部 をすべ て 覆 っ た一般的な靴の よ うな フ ィ ッ ト性が得

られる よう に，甲部 の 装着面積を大 きくし， さ ら に ，

マ ジ ッ ク テ ープで 足の サ イ ズ に合わせ て 自由 に締め付

け具合を調 節で きる ように した．

　なお，靴底に使用する素材が異な っ て も床面 と の 摩

擦そ の 他の 条件が変わ らない よ うに ，すべ て の 試料靴

の 靴底に は 同
一

の 布 を貼 り合 わ せ て 用 い た．

　  　被 験 者

　1） 足 の サイズ

　被験者 は足の サ イズが比較的似か よ っ た 22歳 〜28

歳 の 女子 17名 で ，平均年齢は 25．ユ歳で ある ．被験者

の足の 各部の 寸法を調べ た結果を表 5 に示す．被験者

の 足 の サ イズは個 人 に よ っ て差がある もの の ，試料靴

は 上記 した よ うに多少の サ イ ズ の ずれ を カ バ
ー

で きる

よ うな設定 に して い る の で，各被験者の足の サ イズや

形 が 多少異 な っ て い て も，足 との フ ィ ッ ト性 を高め る

こ とがで きる．

　 2）　 ヒ
ー

ル 角度別履 き慣 れ度

　被験者 が普段 ど の よ うな靴に履 き慣れ て い る の か に

よ っ て も，各種の 試料靴 の 歩き易 さ感 に影響する と考

えられ る の で ，事前に調査 を行 っ た．

　 i）調査方法

　被験 者が普段 ど の よ うな靴に履 き慣れ て い る の か を

知る ため に ，所有す る靴 の 中 で も ， よ く履 く靴 と判断

したすべ て の 靴 をデ ジ タ ル カ メ ラ で 撮影 して もら っ た．

撮影画像か ら   トゥ ス プ リ ン グの 高 さ ，   靴底の 厚

さ，  ヒール 角嵐   ヒール 高さを求め た （図 2参照），

　また
，   〜  の 靴の 形状特性 と所有者が普段感 じ

て い る靴 の 歩 き易 さや疲れに くさの 感覚 との 関係に つ

い て も調 べ た．なお，「歩 き易さ感」 と 「疲 れ に くさ

感」 の 評価 は 似 通 っ て い る とも考え ら れ る が，両者に
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表 4−1．「ロ ッ カ ー変更厚底靴」の設定 （1）

試料靴名 ロ ッ カ ー
形状の 特徴

ス ポ ン ジ製厚底靴　 タ イプ 1

　　　　　　　　　 （NR 　1）
　 　 　 　 　 　 　 　 タ イ プ 2

　　 　　　 　　 　　 （NR 　2）

　 　 　 　 　 　 　 　 タ イ プ 3

　　　　　　　　　 （RO ）

ロ ッ カ ー形 状 な し

ロ ッ カ
ー
形状 が ない の に加 え ， 靴底の

爪先部が 前方 に長 く突 き出た形

円弧状 の ロ ッ カ
ー

表 4−2．「ロ ッ カ ー変更厚底靴」の 設定 （2）

円弧状 ロ ッ カー
　　 木製

ス ポ ン ジ製

足長 の 36．5％ の 半径で 円弧状 に 設定

足長 の 45％ の 半径 で 円弧状 に 設定

足長 の 70％ の 半径 で 円弧状 に 設定

足長 の 36，5％ の 半径 で 円弧状 に 設定

足長 の 45％ の 半径 で 円弧状 に 設定

足長 の 70％の 半径 で 円弧状 に設定

直線状 ロ ッ カ
ー
　　木製

ス ポ ン ジ製

ロ ッ カ
ー

の 角度 15
°

ロ ッ カー
の 角度 20

°

ロ ッ カー
の 角度 30°

ロ ッ カーの 角度 15e
ロ ッ カーの角度 20e
ロ ッ カ ーの 角度 3ぴ

挺“ 1←帽慈 1
　 タ イプ1 （NRI ）　　 タ イ プ 2 （NR2 ）　　　　 タ イ プ 3 （RO ）

　 　 　 　 　 （ロ ソ カ
ー
形状の な い もの ｝　　　　　　 （ロ ッ カー形 状の もの ）

　　図 6，靴底 の 先端形状が異なる試料靴 の 設定

表 5．被験者 の 足 の 各部位 の 平均 寸法

測定項 目　 平均値 （cm ）　 標準偏差 （cm ）

長

幅

囲

足

足

足

23．08

．6722

，4

0，980

．570

，65

差が あるか な い かを明確 に す るため に あえ て調査 を行

っ た ．「最 も歩 きに くい
， 最 も疲れ 易 い 」 と感 じる靴

を 1，「最 も歩 き易 い ，最 も疲れ に くい 」 と感 じる 靴

を 5 とする 5段 階 で 評価 して も ら っ た．

　 ii）　調査糸吉果

　表 6 は   〜  の 測定結果 と，「歩き易 さ感」 と 「疲

れ に くさ感」の 評価の 結果 を被験者毎に平均値で表 し

て い る．

　被験者毎に履 き慣れ て い る ヒール 角度や ヒール の 高

さ等の靴の形状 は様 々 で
， 個 人差が 大 きい こ とが 分 か

る．また
，

一般的 に は ヒ
ー

ル 角度 の 大 きい 靴 や ヒ
ー

ル

の 高さが高 い 靴の 方が歩 きに くく，疲れ易 い と思 われ

るが，普段か ら ヒール 角度 の 大 きい 靴に履 き慣れ て い

る 人 で は， ヒ
ー

ル 角度の 大 きい 靴で あっ て も 「歩 き易

さ」「疲れ に くさ」の評価 は総 じて 高 くな っ て い た，

　 こ れ よ り，靴を着用 した時 の 「歩 き易 さ感」や 「疲

れに くさ感」は
， 被験者が普段履 き慣れ て い る 靴の形

状 に影響 され る とい える．

　 日頃 か ら ヒー
ル 角度 の 大 きい 靴に履 き慣れ て い る 人

と ヒ
ー

ル 角度の 小 さい 靴 に履き慣れ て い る人 とでは，

同 じ設定の ヒ
ー

ル 靴で あ っ て も 「歩 き易 さ感，疲れ に

くさ感」の 評価に大 きな差が生 じる 可 能性が ある ．そ

の ため，履 き慣れ調査か ら得た普段履 き慣れ て い る平

均 ヒール 角度を基準に次の ように被験者の 分類を行 っ

た （表 6 参照 ）．

　 a．「ヒ
ー

ル 角度の 大 きい 靴 をよ く履 くグル
ープ」

　　 ヒ
ー

ル 角度が 25
°
以上 の 靴に 履 き慣 れ て い る被験

　者 A 〜E の 5名．

　b．「中程度 の ヒ ール 角度の 靴を よ く履 くグ ル
ープ」

　　ヒ ール角度が 20
°
以上 25D未満の 靴 に履 き慣れ て
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表 6．被験者が履 き慣れ て い る靴の 調査結果

　　　   ト ゥ ス プ リ ン   靴底 の 厚さ
被験者
　　　 グの高さ （cm ）　　　 （cm ）

  ヒ
ー

ル 角度   ヒ
ー

ル の 高 さ 歩き易 さ 疲 れ に く

　　 （度）　　　　　 （cm ）　　 の 評価　　さの 評価

ABCDE 0，902

．081
，761
．371
．45

0，750

．531
．400

．881
．60

42、0041

．0027
．6725
．3325
．25

00

震
UOJO

561307
匚
」

【

り

匚
」

6

4．503
．804
．133

，674
．00

3．503
．603
，503
，444

．00

FGHIJKL O．921
．742
，001

．421

．432

．101

．32

0，973
，221
，172

．421

．100

．800
．82

24．8623
．0021
．6720

．5020

．0020
．　0021
，80

4．827
．164

．605
．584
．734

．003
．86

4，143
．004
．754

．333
．003
，564
．00

3．862
．604
．004
．172

．503
．333
．80

MNOPQ 1．601
．421

．281
．771

．46

97

己

り

2
匚

U

1202U

匚

U

11211 16．2716
．0015
．5011
．259

．75

3．633
．874
．533
．232

．74

4，504
，673
．694
．173

，20

4．604
、173
．193
．333
．40

図 7． トレ ッ ド ミル

　 い る被験者 F〜L の 7 名．

　c，「ヒール角度 の 小 さ い 靴 をよ く履 くグ ル
ー

プ」

　　 ヒ
ー

ル 角度が 20
°
未満の 靴 に履 き慣れ て い る被験

　者 M 〜Q の 5名．

　（3） 実験方法お よび歩き易 さ感 の 判定方法

　 1）　 トレ ッ ドミ ル 歩行実験

　図 7 に示す トレ ッ ドミ ル は， ロ
ー

ラ
ー

の 回転速 度 を

自由 に 設定で きる ため，各被験者の 自然歩行に近 い 状

態で 歩行する こ とが 可能で ある ．なお，歩行面 は水平

に 設定 した，

　 トレ ッ ドミ ル で の 歩行は，通常速度 と早足速度の 2

段階と した ．通常速度と は被験者毎の 通常の 歩行速度

で あ る．な お ， 被 験 者 17名 の 平均 速度 は
， 時速 3，2

km で あ っ た．また，早足速 度は各被験者の 通常速度

よ りも LOkm ／時速 くした速度で あ る．（た だ し，ロ

ッ カ
ー
変更厚底靴 に つ い て は，安全面 か ら通 常速度で

の 歩行の み実験 した．）

　本実験 は ，「屈曲性変更靴」「ヒ
ー

ル 角度変更靴」

「ロ ッ カ ー形状変更厚底靴」の 26 種類すべ て の 試料靴

と 裸足 に つ い て ，被験者 17 名 を対象に 行 っ た ．

　転倒等の 危険を避ける ため，実験前に 各試料靴で の

歩行に少 し慣れて もら い
， そ の 後 1分間ずつ 歩行 して

もら っ た．

　 2）　 階段歩行実験

　階段歩 行実験 に は 図 8 の 階段 を 使用 し た ．幅 55em
，

蹴上 げ 23　cm ，踏 み面 25　cm で作 製 し，天井 の 高 さと

被験者の 身長とを考慮 して ，3 段 まで と し た．

　実験は 「屈 曲性変更靴」， 「ヒール角度変更靴」の す

べ てと，ロ ッ カ ー
形状 を角度お よび円弧で定量的に変

化 させ た厚底靴 12種 と，ロ ッ カ ー形状の ない 「タ イ

プ 1 （NRl ）」 の 厚底靴 を加 えた 24種の 試料靴と裸足

に つ い て 行 っ た．（な お タ イプ 2 （NR 　2）に つ い て は，

予備実験 の 結果 ，か な り歩 行 しに くい こ とが 明 らか に

な っ て い た こ と と，転倒 の 危険性 を防 ぐた め に こ の 実
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験 か らは省 く こ とに した．また ，
タ イプ 3 （RO ） に

つ い て は
，

ロ ッ カ ーの 形状を表 4−2の よ うな厳密な設

定に基づ かずに作製 した もの であ るため ， 実験か ら省

くこ ととした．）

　被験者は （3）−1） の 実験 に 参加 し て も ら っ た 17名中

4 名が こ の 階段歩行実験へ の 参加が 困難 で あ っ た た め ，

若干減少した ．「ヒール 角度の 大 きい 靴を よ く履 くグ

ル
ー

プ」 と 「ヒ
ー

ル 角度 の 小 さい 靴をよ く履 くグ ル ー

プ」か ら 4 名ず つ ，「中程度の ヒ
ー

ル 角度 の 靴 を よ く

履 くグル
ー

プ」か ら 5名の 計 13名で ある ．

　転倒等の 危険を避 け るため，実験前に各試料靴で の

歩行 に少 し慣れ て も ら い ，そ の 後，被験者毎の 自然な

速度で 階段 を 2往復 して もら っ た ．

　3）　歩行時の 諸条件お よび歩 き易さ感 の 判定方法

　 トレ ッ ドミ ル 歩行，階段歩行の い ずれ の 実験 も，ス

ト ッ キ ン グ や 靴下 に よ る靴内 の 滑 り等 の 影響 をさける

ため に，裸足 の 状態で試 料靴 を着用 して もら っ た．

　 また，使用環境は おお よそ温度 23℃ ，湿度 60％ に

図 8．階段

設定 した ．実験中 の 被験者 に発汗等の 顕著 な 身体の 変

化は見 られなか っ た．

　各実験 とも，歩行直後 に試料靴の歩 き易さ感覚評価

調査を行 っ た，歩 き易 さの 評価 は ， 靴 の 履 き慣 れ調査 と

同様 に ，「最 も歩 きに くい と感 じた もの を 1，最 も歩 き

易 い と感 じた もの を 5」とす る 5段階 で 答えて もら っ た．

　3．実験結 果 お よ び考察

　実験結果を図 9〜18 に示す ．なお，い ずれ も図中の

丸お よ び 三角印は 平 均値を
， 平均値の 上下 の 幅は 標準

偏差 を表 して い る．なお ， そ れ ぞ れ の 実験結果の 統計

解析 に は，SRI社製の エ クセ ル 統計 ソ フ トを用い た．

　（1）　 トレ ッ ドミル 上 を歩行 し た時の 実験結果お よ び

　　　考察

　1）　 ヒ
ー

ル 角度変更靴

　図 9 は試料靴の ヒ
ー

ル 角度の 違 い に よ る歩 き易さ感

陥 堕

5

4

3

2

1

o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（n口17）
一●一通常速度・木製

＋ 早足速慶 木製
一

壷
一

通需遡度・スポン ジ

＋ 早足速度・スボ ンジ
ー

繝
一

通常逮 度→累足
一

［ト 早足遼 度覗 足

「

　　　　　　　　　「鹽

’
1
’

8

…

0 20　 　　 30　 　 　 40

　 ヒール角度

SO 　　 裸足

図 9， トレ ッ ドミル 歩行 における ヒール 角度別の歩 き

易さ感覚評価

表 7．ヒ
ー

ル 角度変更靴 の 歩き易さ感覚評価の 分散分析表 （トレ ッ ド ミル 歩 行）

要因 偏差平方和　自由度　平均 平 方　　F 値 p 値　　判定

靴底 の 素材 （因子 A ）

ヒール 角度 （因子 B ）

被験者 （因子 C）
A × BA

× CB
× C

誤差

全体

24．72059
16．01471

16．121320

．297794
13，029417
．985294

5，327206

83．49632

11616667　

　

1
　

1116

24．720616
．01471
．007580
．297790
．814340
．499080
．33295

74．247148
．09943
．026220

．894412
．445821

．49896

0．00000
．00000

．Ol660

，35830

，04150
．2135

率 曠

率 串

寧

申

寧

：5％ 有意，
＊ ＊

　1％有意．
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覚 の 評価 を靴底 の 素材別，歩行速度別 に 示 した もの で

ある ．

　ヒ
ー

ル 角度 を 0
°

か ら 50
°
まで 5段階 に変化 させ た ，

靴底が木製の 試料靴の 歩 き易さ感覚評価値を見る と，

通常速度 で 歩行 した時 も早足で 歩行 した時 もい ずれ も

ヒール 角度 20
°
をピー

クに して値 が変化 して い る．そ

の 傾 向は 早足歩行 の 方が顕 著で あ る が，こ れ は ，歩行

速度が 速 くな る とそ れ だ け歩行 に 負担 がか かるため ，

ヒール角度の 形状 の 差 が歩き易 さ感に 与え る影響が 大

きくな っ たた め で ある と思 わ れ る ．

　ヒール 角度 と歩 き易 さ感覚評価の 関係に つ い て分散

分析に よる検定を行 っ た と こ ろ （表 7 参照），ヒ
ー

ル

角度間に お い て危険率 1％ と高 い 水準で 有意 な差が認

め られ た．

　す な わ ち， ヒ
ー

ル 角度 に よ っ て 歩 き易さ感 は 明 らか

に異な り，あまり傾斜の きつ くな い ヒール角度 20
°

程

評偶 俥

5

4

3

2

1

　 0

　 　 　 　 0　　　　　　　　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　　　　50

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t 一ル角度

図 10， トレ ッ ド ミ ル 歩行 に おけ る ヒ ール 角度変更靴

　　　の 歩 き易 さ感覚評価 （履き慣れ ヒール 別）

度 の 靴が最 も歩 き易 く感 じられ る とい える．また，ヒ

ール角度が 全 くない もの や大 きす ぎる もの は歩 きに く

く感 じられ て い る ．

　なお
， 適切 なヒール 角度 の 目安として ，本実験の試

料 中 で は ヒ ール 角度 20
°
の もの が 最 も適当で あ っ た が ，

最適な ヒール 角度を求め るため には ヒ
ー

ル 角度 20
°
付

近 で もっ と小 刻 み に 試料を作製 し
， 実験 を重ね る 必要

がある．

　 さらに，靴底 の 素材別 に歩 き易 さ感覚評価値を見る

と，靴底が ス ポ ン ジ製の方が木製 よりも明 らか に評価

が 高 く，裸足 歩行 と同 じ くらい 歩 き易 く感 じられ て い

る こ とが 分か る ．

　靴底 の 素材 と歩 き易 さ感覚評価の 関係に つ い て分散

分析に よ る検定 を行 っ た と こ ろ
， 素材 間 に 危険率 1％

とい う高 い 水準 で 有意 な差が 認め られた （表 7 参照）．

こ の こ とか ら，靴底 は硬 い もの よ りもク ッ シ ョ ン 性の

あるもの の 方が歩き易 く感 じられ る とい え る ．

　次に，被験者の 中で も A 〜E の 「ヒ
ー

ル 角度 の 大 き

い 靴 を よ く履 く人」 と M 〜Q の 「ヒ
ー

ル 角度の 小 さ

い 靴を よ く履 く人」 （表 6 参照） を対象に ヒール 靴の

履 き慣れ 別 の 歩 き易 さ感覚評価 の 結果を図 10 に示す．

　「ヒ
ー

ル 角度の 小 さ い 靴をよ く履 くグ ル ープ」 は
，

ヒ ール 角度 20
°
の もの を最 も歩 き易 い と評価 して お り，

それ よ りも ヒ
ー

ル 角度が小 さすぎて も大 きすぎて も評

価 の 値は低 くな っ て い る．

　
一方 ， 「ヒー

ル 角度 の 大 きい 靴を よ く履 くグル ープ」

は，どの ヒ
ー

ル 角度の 靴に対 して も評価値に大 きな差

が な く， そ こ そ こ の 歩 き易 さを感 じて い る ．さら に，

ヒ
ー

ル 角度が 30
°
，40P，50

°
と爪先立 ちする よ うな設

定の 試料靴に つ い て は，「ヒ ール 角度 の 小 さい 靴 をよ

く履 くグル
ー

プ」 に 比 べ れ ば総 じて 歩 き易 く感 じて い

表 8．ヒール 靴 の 履 き慣 れ別 にみ た ヒ ー
ル 角度変更靴の 歩 き易 さ感覚評価の 分散分析表

　　　（トレ ッ ドミル 歩行）

要因 偏差平方和　自由度　平均平方　　F 値 P 値　　判定

歩行速度 （因子 A ）

ヒ
ー

ル 角度 （因子 B）
ヒ
ー

ル 靴 の 履き慣 れ （因子 C）
AXBA

× CBXCAXB

× C

誤差

全 体

0，50417
，9084
．5370
，9080
．3380
．0750
．07515
．20039

．546

121212289　

　

　

　

　

　

　

4
匚

」

O．5048

．9544
．5370
，4540
．3380
．0380
．0370
．317

1．59228
．27614
．3291
．4341
，0660
．1180
．118

0．2130
．0000
．0000
．2480
．3070
．8890
．889

拿●

寧●

゜ 5％有意，
韓

　 1％ 有意、
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る こ とが特徴的で ある，

　こ の 結果 を分散分析に よ っ て検定 した結果，ヒ
ー

ル

の履 き慣れ グ ル
ー

プ間に も，ヒール 角度間に も，それ

ぞれ危険率 1％ と高 い 水準で有意差が認め られた （表

8 参照）．こ の こ とか ら ，
ヒール角度が大 きい 靴 ほ ど

，

被験者の ヒ ール 靴 に対す る履 き慣 れ の 差が 歩 き易 さ感

覚の値の 差 と して は っ きりと現れ る とい え る ．

　2） 屈 曲性変更靴

　靴底 の 屈 曲性が 歩き易 さ感覚に ど の よ うに 影響 して

い るの かを実験 した結果 を図 11 に示す．

　歩行速度に 関係 な く，靴底が曲が り易 い 靴ほ ど歩 き

易 さの 評価 は 高 くな っ て お り，「非加工靴」「切 り込み

加工 靴」は とも に 裸足 を上 回 る評価を得て い る．

　また ， 歩行速度が通常 よ りも速 くな る と
， 歩き易さ

の 評価 は全 体的 に低 くな り，特 に 最 も屈 曲 しに くい

「ア ル ミ板挿入靴」で は歩 き易さ の 評価が顕著に 低 い

値を示 して い る，

　靴底の 屈曲性や歩行速度 と
， 歩 き易さ感覚評 価の 関

係 につ い て分散分析に よる検定を行 っ た とこ ろ ， それ

ぞれ に危険率 1％ とい う高 い 水準で有意 な差が 認め ら

れ た （表 9参照）．

　こ れ に よ り，ア ル ミ 板挿入靴の よ うに靴底が殆 ど曲

が らな い もの よ りも ゴ ム製の 非加工靴 や切 り込み 加工

靴の ような靴底 の 屈 曲性 の 良い 靴の方が歩 き易 く感 じ

られる こ とが分か る．

　3）　 ロ ッ カ ー形状変更厚底靴

　厚底靴 に お ける ロ ッ カー
形状 の 有用 性を調べ る ため

に，ロ ッ カ ー形状の な い タイ プ 1 （NR 　1），
タ イ プ 2

（NR2 ）と ロ ッ カ ー形状を施 した タイプ 3 （RO ）の 試

料靴に つ い て の 結果 を図 12 に示 す．

　厚底靴 の 歩 き易 さ感覚の 評価値は 全 体的 に低 い もの

の
，

タ イ プ 3 （RO ）は 他 よ りも高 く， こ の 結 果 に つ

い て分散分析に よ る 検定 を行 っ た と こ ろ，1％ の 危険

率で 有意差が認め られ た （表 ユ0参照）．

　 こ の こ とか ら，厚底靴の 爪先部 分が ロ ッ カー形状 に

5

4

3

2

1

　 o
　 　 アル ミ籤鐸 入総 塩 ビ板 釦λ靴 帥加 工鞦　 切 り込み 力目＝靴 　瀕足

　 　 ← 　曲げ にくい　　　　　　　　　 曲げ易い　→，　　　 屈 囲駐の度禽い

図 ll． ト レ ッ ド ミ ル 歩行に おけ る靴底の屈 曲性別の

　　　 歩 き易 さ感覚評価

1

，　　　　　　　　　　’．

，　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　甼「
：
’． 1卜

．　　鹽　　卩
　　　9

‡ 蠍 　 　 　 　 　 圃

5

4

3

Z

1

　 0

　 　 　 　 　 タイプ1　　　 タイプ2　　　 タイプ3
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 囗 ッ カ

ー
殴定

　 　 　 　 　 　 ｛NR1〕　　　　 ｛NR2 ）　　　　 CRO｝

図 12． トレ ッ ド ミ ル 歩行 に お ける 厚底靴の 歩 き易 さ

　　　 感覚評価

表 9．屈 曲性 変更靴の 歩 き易さ感覚評価 の 分散分析 表 （トレ ッ ド ミ ル 歩行）

要因 偏差平方和　自由度　平均平方　　F 値 ρ 値　　判定

靴底 の 屈曲性 （因子 A ）

歩行速度 （因子 B ）

被験者 （因子 C）
AXBA

× CB

× C

誤差

全体

ユ4．28511
．47256

，496
　 1．85840

，12112

．12125
，173161
．528

　 3
　 116

　 3481648135

4，76211
．4723

．5310

．6190
．8360
，7580
．524

9．08021
．8766
．733L1811

．5941
．445

0，00010
．00000
，00000
．32680
，05490
．1617

■寧

■自

，寧

寧
：5％ 有意，

絆

　1％有意．
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な っ て い る もの の 方が t よ り歩き易 く感 じ ら れ て い る

とい え る．したが っ て
， 厚底靴にお ける ロ ッ カ ー

形状

の 有用性が期待 され る．

　次に，ロ ッ カ ーを円弧状 と直線状に設定 した試料靴

の 結果 を図 13，14に示す ．

　 ロ ッ カーを円弧状 ・直線状 に設定 したそれぞれ 3水

準 の 試料靴 の 歩 き易 さ感覚評価 の 値に顕著な傾向は見

ら れ なか っ た．しか し，ロ ッ カーを直線状 に 設定 した

もの よ りも，円弧状 に設定 した もの の方が歩 き易 く感

じ ら れ て い る傾向が 伺え る．

　また ， 直線状 の もの に関 して は，靴底が 木製の もの

よ りもク ッ シ ョ ン性の 良い ス ポ ン ジ製 の 方が歩 き易い

と評価 され てお り，
こ の 結果に つ い て分散分析 に よる

検定 を行 っ た結果，危険率 1％ で 有意 と認め ら れ た

（表 11 参照）．

　（2） 階段歩行時の 実験結果お よび考察

　1）　ヒー
ル 角度変更靴

　図 15 は ヒ ール 角度変更靴の 歩 き易 さ感覚評価 を，

ヒー
ル 靴の 履 き慣れ 別 に 示 した もの で ある．

　興味深 い こ と に
， 「ヒ ー

ル 角度の 大 きい 靴を よ く履

くグ ル
ー

プ」で は，ヒール 角度が 40
°
と靴底がか な り

傾斜 し た形状の 靴 を最 も歩 き易 い と感 じて い る こ とで

あ る．「ヒ
ー

ル 角度の 小 さ い 靴 を よ く履 くグ ル ープ」

と比較 して み て も，歩 き易 さ評価値に 2 とい う大 きな

差 が認め られる．こ れは両者の ヒ ール 靴に対する履 き

慣れ の 差を明確に 表 して い る もの で あ る ．

　 ヒー
ル 角度 と ヒ

ー
ル 靴 の 履 き慣れ の 関係に つ い て分

散分析に よ る検定を行 っ た と こ ろ
，

ヒール 角度に つ い

て は 危 険率 5％ で有意 で あ り，また， ヒ ール 角度 と ヒ

ー
ル の履 き慣れ交互作用 は危険率 1％ で 有意で あ っ た

（表 12参照）．

　2） 屈曲性変更靴

　靴底の 屈 曲度 合 い 別 に歩 き易 さ感覚評価 値の 傾向を

見 たと こ ろ （図 16）， トレ ッ ドミ ル歩行 の 通常歩行に

比 べ て階段歩行時 の 歩 き易 さ感覚評価値は総 じて高 く，

また，靴底が よく屈 曲する靴ほ ど歩 き易 く感 じられて

い る．靴底の 屈 曲性 と歩 き易 さ感覚評価 の 関係 に つ い

て分散分析 に よ り検定 した結果 ， 危険率 5％ で 有意で

表 10．厚底試料靴 の 歩 き易 さ感覚評価 の 分散分析 表 （トレ ッ ドミ ル 歩行）

要因 偏差平方和　自由度 　平均平方　　F 値 p 値　　判定

厚底靴の 靴底先端形状 （因子 A ）　　 14．716
被験者 （因子 B）

誤差

全体

25．91213
．61854
．245

2
π

Q20

　

L3

匚

」

7．358　　　　17。290　　　　0．000　　　　
廟 ．

1．619　　　　3．806　　　 0．001　　　
． ホ

0，426

゜

：5％ 有意，
斡

　1％ 有意．

評佰偉

5

4

3

2

1

評価値

5

4

3

2

1

　 　
　 　

O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O

　 　 　 　 36．5　　　　　　　　　　　　　　 4；　　　　　　　　　　　　　　　 70

　 　 　 　 　 　 　 円弧の串臣 （足艮に対する長さの 比串瓢）

図 13．円弧状に ロ ッ カーを設定 した厚底靴の 歩 き易　　 図 14．

　　　 さ感覚評価 （トレ ッ ド ミル 歩 行）

15 　 20

ロッ カー角度

30

直線状 に ロ ッ カ ーを設 定 した厚底靴 の 歩 き易

さ感覚評価 （トレ ッ ド ミ ル 歩行）
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表 11．ロ ッ カ ーを直線状 に変更 させ た厚底靴の 歩き易 さ感覚評価の 分散分析表 （ト

　　　 レ ッ ドミ ル 歩行）

要因 偏差平方和 　自由度 　平均平方 　 　F 値 p 値　　判定

靴底の 素材 （因子 A ）
ロ ッ カ

ー
の 角度 （因子 B ）

被験者 （因子 C）
A × BA

× CBXC

誤差

全体

18．0292
．1357
．7502
．55815
．59624
．61514
，19284
，875

12222447　

　

1
　

1227

18．029　　　30．488　　　　0．000
1．067　　　　1．805　　　　0．186
0．646　　　　　1．092　　　　0．409
1．279　　　　2．163　　　　0．137
1．300　　　　2．198　　　　0．049
1．026　　　　　1．734　　　　0．092
0，591

，車

寧

寧

　5％有 意 ，
脚

　 1％ 有意 ．

表 12．ヒ
ー

ル 靴の 履 き慣れ別に みた ヒ
ー

ル 角度変更靴 の 歩 き易 さ感覚評価 の 分散分析

　　　 表 （階段歩行）

要因 偏差平方和　自由度　平均平方　　F 値 P 値　　判定

ヒ
ー

ル 角度 （因子 A ）　 　　　 　 8．100
ヒ ール 靴 の 履 き慣 れ （因子 B ＞　 　 L806

AXB

誤差

全体

9．22516
．06335
．194

4・

lqOO

ゾ

　

　

　
ウ
」

3

2．025　　　　3．782　　　　0．013
1．806　　　　3．374　　　　0．076
2．306　　　　4．307　　　　0．007
0．535

■

■睡

嘘
：5％ 有意，

”
　1％有意，

評価口

5

4

3

2

1

　 0

　 　 　 0 　　　　　　　　　　　　　　　20　　　　　　　30　　　　　　　40　　　　　　　50

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヒール角度

図 15、階段歩行 におけ る ヒ ール 角度 変 更靴 の 歩 き易

　　　 さ感覚評価 （履き慣れ ヒール 別）

5

4

3

2

1

　 0

　 　 アル記板鐸λ靴 　d ビ辰卿λ噬 　　”加工靴　　切りーみ図 工 鷺　　　繰足

　 　 　
←
　曲 ltに くい 　　　　　　　　　 曲げ易 い 　→ 　　　　　　囲臼惟の風曾い

図 16．階段歩行に おける靴底の 屈曲性別 の 歩 き易さ

　　　 感覚評価

，　　　　　　　　　　　　　，
1　　　　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　　　　　　　，幽　　　　　　　　　　　　　　　　「一」
　　　　　　　　　　　　　脚

　 　 　 　　 　 」．　　　　　　 「1 …幽
‘　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 伽．　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
」二　　　　 」．　　　　　　　　　　　　　　

”

＋ 隴勝 行 〔肋 13）
r 巨
一

トレッ ドヨルゆ行 （n囗17⊃

あ る こ とが認 め られ た （表 13参照 〉．

　3）　 ロ ッ カ
ー
形状変更厚底靴

　試料靴の靴底の 素材が ス ポ ン ジ製の もの と木製 の も

の とで は ，ス ポ ン ジ製の 方が明 らかに評価値が高 くな

っ て お り （図 17，18 参照），こ の 結果を分散分析に よ

っ て検定 した と こ ろ
， 素材 間と歩 き易 さ感覚評価の 関

係 に危険率 1％ で 有意差 が認 め られ た （表 14，15参

照），なお，ロ ッ カ
ー

設定の 度合 い と歩 き易 さ感覚評

価の 関係に特徴的な傾向は見 ら れ な か っ た．

　4．総　 　括

  ト レ ッ ド ミ ル 歩行 に お い て
，

ピ ー
丿レ角度変更靴

で は ，ヒール角度 20
°

の もの が最 も歩 き易 く感 じられて

お り，ヒ ール 角度が大 きす ぎて も小 さす ぎて も歩 き易
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表13．屈曲性変更靴の 歩 き易さ感覚評価の分散分析表 （階段歩行）

要因 偏差平方和　自由度　平均平方　　F 値 p 値　　判定

靴底 の 屈曲性 （因子 A ）

被験者 （因子 B ）

誤差

全体

2．9388
．62510
，37521
．938

3261　

13

匚

0

0．9790
，7190
．288

3．3982
．4940

．0280
，017

■

寧

’

：5％ 有意，
鱒

　1％有意．

評価儡

5

4

3

2

　 1
　 　
　 　

　 0
　 　 　 　 　 36．5　　　　　　　　　　　　45　　　　　　　　　　　　 70

　 　 　 　 　 　 　 円弧の半径 （足長に対 する長 さの比 率96》

図 17．円弧状に ロ ッ カ ーを設定 した厚底靴の 歩 き易

　　　 さ感覚評価 （階段 歩行）

評価値
5

4

3

2

　 ’

　 　 　
　 　 　

　 0

　 　 　 　 　 15　　　　　 　　　 20　　　　　 　　　 30

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ ッ カ
ー角便

図 18．直線状 に ロ ッ カ ーを設定 した厚底靴の 歩 き易

　　　 さ感覚評価 （階段歩行 ）

表14． ロ ッ カ
ー

を円弧状 に 設 定 した厚底靴 の 歩 き易さ感覚評価の 分 散分析表 （階段

　　　歩行）

要因 偏 差 平 方 和　自由度　平均平方　　F 値 P 値　　判定

靴底の素材 （因子 A ）

ロ ッ カーの 円 弧形状 （因子 B）

被験 者 （因 子  

A × BAXCB

× C
誤 差

全体

28，3210
．85310
，4170

．8919
．26313
．06424
．02686
．833

12222447　

　

1
　

1227

28。321　　　 28．290
0．426　　　　0，426

0．868　　　　0．867
0．446　　　　0．445
0，772　　　　0．771
0．544　　　　　0．544
1．001

0．000　　
申 ’

0．6580

．5880
．6460
．6730
．929

゜

：5％ 有意，
°°’1％ 有意．

さ感覚評価値は低 くな っ て い る ．ヒ ール角度 と歩き易

さ感覚評価の 関係 に つ い て分散分析 による検定を行 っ

た と こ ろ ，危険率 1％ と い う高 い 水準で 有意 で あ っ た．

  ヒール 角度が 30
°
以 上 の 靴底の 傾斜が きつ い 靴

に お い て ，「ヒ
ー

ル 角度 の 大 きい 靴 を よ く履 くグル
ー

プ」の 歩 き易さの 評価値は 「ヒ ール 角度の 小 さ い 靴 を

よ く履 くグ ル
ープ」の 評価値に比べ て 総 じて高 く，危

険率 1％ と高い 水準で 有意で あ っ た ．こ の こ とか ら
，

普段履 き慣 れ て い る靴の 形状の 違 い が，歩 き易 さ感覚

の評価値 に大 きく影響 を与 えて い る こ とが分か っ た．

　  　 ト レ ッ ドミ ル歩行 ・階段歩行 ともに ，靴底が 曲

が り易い もの ほ ど，歩 き易く感 じ ら れ て お り
， 特に ト

レ ッ ド ミ ル歩行で は，危険率 1％で有意と認め られ た．

　靴底に屈曲性 の ない もの は
， 靴底が 足の 曲げ運動 に

つ い て こ ない ため，無理矢理 に 曲げ よう と余力な力が

働 い た り，「曲げ に くい 」 と い う不快感が生 じた ため
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表 15．ロ ッ カ ーを直線状に 設定 した 厚底靴の 歩 き易 さ感覚評価 の 分散分析 表

　　　 （階段歩行）

要因 偏差平方和　自由度　平均平方　　F 値 p 値　　判定

靴底 の 素材 （因子 A ）
ロ ッ カー

角度 （因子 B）

被験者 （因子 C）
AXBA

× CB

× C

誤 差

全体

47．7052
．9047
．2374
，0459

，8788

．76316

．12296

，654

12222447　

　

1
　

1227

47．705　　　71．Ol7　　　0．OOO　　　 專 ．

1．452　　　 2．161　　　 0．137

0．603　　　　0．898　　　　0．562
2．022　　　　3．Oll　　　　O．068
0，823　　　　1．225　　　　0．322
0，365　　　　0．544　　　　0．929
0．672

’

：5％有意，
韓’1％ 有意．

に歩 きに くか っ たの だ と思 わ れ る．

  厚底靴 で は
，

ト レ ッ ド ミル 歩行 に お い て ，靴底

に ロ ッ カ
ー

形状が な い もの よ りも，
ロ ッ カ ー形状 を施

した もの の 方が よ り歩 き易 く感 じられ て い た ，こ の傾

向は危険率 1％ と高 い 水準で 有意で あ っ た．また，ロ

ッ カ
ー

形状が直線状 の もの と円弧状の もの とで 有意な

差は 見 ら れ なか っ た．

　  靴底 の 素材別 で は
， 「ヒ ール角度変更靴」 と「ロ

ッ カ
ー

形状変更厚底 靴」 の い ずれ の 実験結果 か ら も，

硬質ウ レ タ ン ス ポ ン ジ製の 試料靴 の 方が木製の もの よ

りも歩 き易 く感 じられ て い た．こ の傾向を分散分析に

よ っ て 検定 した結果，「ヒ
ー

ル 角度変更 靴」， 「ロ ッ カ

ー
形状 変更厚底靴」と もに 危険率 1％ で 有意 と認め ら

れた．

　木製の もの に比べ て ス ポ ン ジ素材 の 方 が柔 らか くて

ク ッ シ ョ ン 性が 良い た め ，着床時に床か ら受 ける足底

の 衝繋 を緩和 し， そ の た め に歩 き易 さ の評価が高か っ

たの だ と思われる．

　以 上   〜  の 結果 か ら
， 歩 き易い 靴 とは，普段履

き慣れ て い る ヒール 形状 の 影響に よ る 個人差 もある が，
一

般的に は，ヒ
ー

ル 角度が約 20
°

とある程度の ヒ ール

形状 を持 つ 靴で ある．また，靴底に屈曲性や ク ッ シ ョ

ン 性 の 備 わ っ た もの の 方 が よ い ．

　ま た
， 厚底靴の 場合に は，爪先 に ロ ッ カー

形状 の あ

る もの の 方が よ り歩 き易 い とい え る ．

　 そ れ ぞ れ の 靴 の 歩 き易 さ感 の 差は ，自然の ス ピー
ド

で歩 い た時よ りも早足で歩 い た時 の 方が 顕著 に な る こ

とか ら， 靴の 購入時等，短時間で 靴の 歩き易 さ感を判

断す る に は，早 足歩行 で 確認する こ とが望ま しい とい

え る，
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